
西
大
和
学
園
補
習
校 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

年
長
組
の
保
護
者
の
皆
様
へ 

卒
園
証
書
に
記
載
す
る
名
前
と
内
部
進
学
希
望
の
確
認
に
つ
い
て 

卒
園
式
で
授
与
さ
れ
る
証
書
に
記
載
さ
れ
る
名
前
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
前
の
表
記

で
証
書
に
は
記
載
さ
れ
ま
す
が
、
特
別
な
漢
字
、
ア
メ
リ
カ
名
や
日
本
名
、
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
な
ど
、
希
望
さ
れ
る
場
合
も
お
あ
り
か

と
思
い
ま
す
。
記
載
を
希
望
さ
れ
る
表
記
を
、
左
の
枠
内
に
楷
書
で
は
っ
き
り
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

そ
の
際
に
、
特
に
注
意
す
る
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
○
で
囲
む
か
メ
モ
書
き
な
ど
で
強
調
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
認
の
手
間
が
省
け
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

提
出
期
限 

一
月
二
十
日
（
土
） 

学
校
メ
モ
欄
（
保
護
者
の
方
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
） 

学
年 

 

組 
 
 
 
 

番
号 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

台
帳
番
号 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

号 
 

記
載
希
望
の
名
前
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で
ご
記
入
く
だ
さ
い 

こ
こ
に
書
か
れ
た
名
前
が
証
書
に
記
載
さ
れ
ま
す
。 

記
入
す
る
際
に
注
意
し
て
い
た
だ
く
点 

・
漢
字
の
高
と
髙
、
崎
と
﨑 

の
違
い
な
ど
の
よ
う
な
漢
字
の
違
い
（
画
数
を
変
え
る
た
め
に
点
な
ど
を
増
や
す
場
合
も
） 

・
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
も
含
め
る
の
か
ど
う
か
。
（
名
前
を
書
く
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、

ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
は
入
れ
な
い
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。） 

・
ア
メ
リ
カ
名
に
漢
字
を
当
て
て
い
る
場
合
に
、
漢
字
で
よ
い
の
か
、
カ
タ
カ
ナ
に
す
る
の
か
。（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
の
記

入
の
ご
希
望
は
お
引
き
受
け
兼
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。） 

な
ど
、
の
点
を
踏
ま
え
て
、
枠
内
に
フ
ル
ネ
ー
ム
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

生
年
月
日
生
年
月
日(

漢
数
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。)

〈 

記
入
例 

二
〇
一
二
年 

十
二
月
二
十
五
日 

〉 

 

西
暦 

 
 

 
 

 

年 
 

 
 

月 
 

 
 

 

日 
生 

内
部
進
学
希
望
の
確
認
に
つ
い
て 

裏
面
各
学
部
の
教
育
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
内
部
進
学
を
希
望
さ
れ
る
か
ど
う

か
、
左
記
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
継
続
的
な
日
本
語
教
育
の
伸
長
の
た
め
に
内
部
進
学
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

小
学
部
へ
の
内
部
進
学
を
希
望
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 

□
（
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。） 

 
 

＊
内
部
進
学
を
希
望
す
る
場
合
、
一
月
末
ま
で
保
護
者
ペ
ー
ジ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
更
新
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

小
学
部
へ
の
内
部
進
学
を
希
望
し
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

□
（
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。） 

正
式
に
は
、「
ニ
月
末
ま
で
の
退
学
届
の
提
出
」
を
も
っ
て
退
学
と
な
り
ま
す
。 



 

＜アーバイン校舎内部進学について＞ 

以下の学校教育内容等をもとに、学校生活上の規則を守り、小・中学部での学習を継続する意思をご家庭で検討ください。 
 
学校教育目標      

 
将来日本に限らず、世界の国々で生活していく中で、国際人として活躍できるために必要な、高いレベルの日本語、文化習慣、日本語による

思考力、表現力を習得させる。様々な学校行事や友達、教師とのふれあいを通じて、豊かな人間形成を行い、他の文化を認め受け入れる柔軟

性や、いかなる困難にも打ち克つ忍耐力、判断力を培う。 
教育方針      

 
限られた時間の中で各教科の達成目標を充分に絞り、基本事項の定着を図る。 
学校行事やクラス活動等に積極的に参加し、自他への思いやりや豊かな社会性を身につけさせる。 

教育内容      
 

 

1 年生～3 年生 

 

国語 1 
教科書を使って、総合的な国語力を身につける。「読む」「聞く」「書く」「話す」

の楽しさを知る。 

国語 2 漢字学習を中心とした語彙力の定着を図る。 

算数 教科書を使用した内容。基礎・基本の定着を図る。 

生活 日本の習慣･季節の行事等を通じて日本の文化を体験する。 

 

4～6 年生 

 

国語 1 教科書を使って、総合的な国語力を身につける。 

国語 2 当該学年の漢字・語句の学習を中心に行い、語彙力の伸長を図る。 

算数 教科書を使用した内容。基礎・基本の定着を図る。 

社会 教科書を使用した内容。基礎・基本の定着を図る。 

 

7～9 年生 

 

国語 1 教科書を使って、総合的な国語力を身につける。 

国語 2 当該学年の漢字・語句の学習を中心に行い、語彙力の伸長を図る。 

表現 日本語で考えたことや、判断したことを的確に表現できる力を養う。 

社会 教科書を使用した内容。基礎・基本の定着を図る。 


